
小学校で大人気！寄贈＆大会受付中！

プログラミング的思考が身につくボードゲーム！

ダイスコードアドベンチャーとは？

ダイスコードアドベンチャー寄贈中！ダイスコードアドベンチャー寄贈中！

小学校で大人気！小学校で大人気！

盤面の中心にあるマインクラフトで希少の素材「ダイヤ」を奪い合うボードゲーム。複数のダ
イスを振って出る変数からベストな解を導き出す力＝プログラミング的思考を身に着けていき
ます。（1セットで2～4名遊べます）「目標（ダイヤを自陣に持って帰る）に向かってどう
すれば効率良く動けるのか考えるのが大変だったけど、楽しかった」等の声や、プログラミン
グをとても理解されている小学校の先生方からも「よく考えられているゲームだ」との評価も
いただいています。

2025年1月に足立区立古千谷小学校様へボードゲーム「ダ
イスコードアドベンチャー」を寄贈させて頂き、様々な小学校や
団体様に寄贈させていただいております。
古千谷小学校様への寄贈時、お昼休み時間を使い5年生
に来てもらいゲームを楽しんでもらいました。数分ルールを説明
しただけで、のめり込むようにゲームに没頭するほど熱中できる
ゲームです。
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寄贈・大会実績
足立区立古千谷小学校様
足立区立舎人小学校様
足立区立平野小学校様
その他様々な団体様に寄贈中！

古千谷小学校  吉川浩司 校長先生

平野小学校 小用昇 校長先生

寄贈ご希望の際は、
裏面の連絡先まで！
寄贈ご希望の際は、
裏面の連絡先まで！

※在庫に限りあり！※在庫に限りあり！
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エドデックとは？

ボードゲーム大会も実施中！

活動実績

★今後も区の施設や学童などでも開催予定準備中です

マインクラフト×プログラミング教材「コードアド

ベンチャー」を用いてプログラミング教室を開

催。

3回に分けて各回親子10組で、計30組の満

員の中、PC操作の基本から、実際にコードを

作り、マインクラフトの中でロボットを動かしなが

ら、プログラミングの楽しさを学んでいただきまし

た。

ギャラクシティにてプログラミング体験会開催（2024.12）

全てのお子様に次世代教育を。「デキるオトナづくり」事業

プログラミング体験授業も実施中！

プログラミングをマインクラフトの世界で体験。目

標を達成する為に順序立てて考える力や、間違

いを修正しながら改善していくスキルが自然と身

につきます。

子どもたちが自主的に挑戦したくなる環境を作り

出すことができます。

2025年4月にコードアドベンチャー竹の塚校、7月に古千谷小学校様と平

野小学校様で大会を開催させていただきました。

ルールは10分で覚えて、1試合目から大激戦。

勝利に貪欲すぎるくらいに熱く戦っていました。

「順序だてて考えるのが難しいけど、そこにプログラミングが詰まってて面白か

った」「どんな選択肢があるか沢山考えるのが楽しかった」など、生徒から

好評の声を多数いただきました。

学校内でも、6年生の思い出や、空き時間で有効活用が可能です！

出前授業依頼方法

電話またはメールにてご相談ください。

その後、打ち合わせにお伺いいたします。

夢中になる教育体験をICTの力で。

次世代をになう子どもたちは、時代に合ったツールで効率的、かつ感動的に学

ぶことが求められます。

Minecraft®やタイピングソフト、生成AIなどを駆使し、お子様たちに「次

世代の教育体験」を提供するイベントを全国で実施し、子どもたちがこれから

の社会で必要なスキルを楽しく身につけるポートを続けていきます。

まなざしが輝く瞬間を、もう一度

今回ボードゲーム大会を通して、先生方から忘れられないお言葉をいただきました。

「今の高学年は、1年生のときにコロナで入学式もなく、黙食など会話の機会がないまま成長ししています。いざ話せるようになって

も、“どう話せばいいか”がわからないまま来てしまった子が多いのです」

学力はついていても、人と関わる力や自分を表現する力は大きく遅れを取っている――そんな危機感の中、私たちのボードゲーム寄贈をご

依頼いただきました。

大会では、試合を重ねるうちに声を掛け合い、笑い合い、作戦を話し合い、時には勝負に熱くなる姿が見られました。

 ある先生は「ここまで子どもたちがワイワイ盛り上がるのは本当に久しぶりです」と驚いていらっしゃいました。

「本当は話したい、けれど話せない」「仲良くしたい、でもどうしていいかわからず暴言になる」――

 そんな子どもたちの心の声を、ボードゲームを通して少しでもほどき、仲間と笑い合える“きっかけ”を届けられたのだと思います。

私たちのボードゲームが、成長の小さな第一歩となれたことを心から嬉しく思います。


